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鍵
聾　　・写、
　　論、
　　ヘノ，

誉
’
獲
麟
霧
甲

難
嚥
灘
馨
鍵
輔

嚥

難

、
講

難
、轡

、

お
盆
に
思
う

か
た
み
子
や
母
が
来
る
と
て

　
　
　
手
を
た
た
く
　
　
　
一
茶

　
今
年
も
暑
さ
と
共
に
お
盆
が
や
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
こ
の
一
年
間
、
御
自
分
の
身
の

ま
わ
り
で
も
、
ず
い
分
亡
く
な
ら
れ
た
方
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
長
い
歴
史
の
流
れ
の
中

で
様
々
に
形
を
変
え
て
今
日
に
至
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
孟
蘭
盆
会
も
、
人
間
の
持
つ
素

朴
な
信
仰
心
の
形
を
変
え
た
姿
で
あ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
一
茶
の
句
に
も
表
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
親
に
先
立
た
れ
た
子
供
は
や
は
り
、

ど
こ
か
に
親
に
対
す
る
思
慕
の
念
は
禁
じ
得

な
い
で
し
ょ
う
。
お
盆
に
は
お
母
さ
ん
が
還

っ
て
く
る
よ
と
い
わ
れ
、
素
朴
に
喜
こ
び
を

全
身
で
表
わ
し
て
い
る
姿
が
、
こ
の
句
か
ら

読
み
取
れ
ま
す
。
逆
に
い
い
ま
す
と
、
こ
の

よ
う
な
子
供
を
一
人
で
も
作
ら
な
い
社
会
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
。

（写真

ﾍ
伊
豆
七
島
の
新
島
で
行
な
わ
れ
る
精
霊
流
し
。
〔
日
蓮
宗
新
聞
〕
）
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茨
城
大
会
の
準
備
進
む

第
一
一
十
六
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

　
第
二
十
六
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
は
十
月
十

五
日
に
茨
城
県
水
戸
市
の
水
戸
市
民
会
館
に
て

開
か
れ
る
こ
と
が
決
定
し
、
地
元
茨
城
県
仏
教

会
（
大
越
孝
仁
会
長
）
で
は
、
三
月
よ
り
実
行

委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
大
会
に
む
け
て
準
備
を

す
す
め
て
い
る
。

　
す
で
に
テ
ー
マ
は
「
法
輪
の
も
と
、
よ
り
大

き
く
、
よ
り
強
く
」
と
決
ま
り
、
ポ
ス
タ
ー
等

も
配
布
さ
れ
盛
り
上
り
を
み
せ
て
い
る
。
ま
た

大
会
内
容
も
、
一
昨
年
の
第
二
十
五
回
埼
玉
大

会
と
同
様
に
、
大
会
期
間
は
一
日
だ
け
と
し
、

参
加
人
員
は
会
場
の
都
合
に
よ
り
、
県
外
よ
り

の
参
加
者
三
百
名
、
県
内
七
百
名
の
計
一
千
名

を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
部
会
は
実
践
、
檀
信

徒
、
婦
人
、
青
年
の
四
部
会
と
し
、
部
会
長
な

ど
の
役
員
は
後
日
決
定
す
る
。

　
な
お
、
大
会
の
前
日
に
は
水
戸
市
に
お
い
て

県
仏
代
表
者
会
議
が
開
か
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
i
大
会
の
概
要
i

　
主
　
催
　
全
日
本
仏
教
会
　
茨
城
県
勢
教
会

　
開
催
日
　
昭
和
五
十
四
年
十
月
十
五
日

　
会
　
場
　
水
戸
市
民
会
館

　
テ
ー
マ
　
「
大
法
輪
の
も
と
、
よ
り
大
き
く

　
　
　
　
よ
り
強
く
」

　
開
場
は
八
時
が
予
定
さ
れ
、
午
前
九
時
三
十

分
よ
り
式
典
、
十
時
二
十
分
に
記
念
講
演
、
十

一
時
二
十
分
に
総
会
、
午
後
一
時
よ
り
部
会
が

開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
実
行
委
員
会
の
構
成
に
つ
い
て
は
茨
城
県
仏

の
理
事
、
評
議
員
を
中
心
に
行
な
わ
れ
、
大
会

役
員
に
つ
い
て
は
、
こ
の
他
に
全
仏
よ
り
の
役

員
を
ま
じ
え
て
組
織
さ
れ
る
。
茨
城
大
会
実
行

委
員
会
の
主
な
役
職
者
は
次
の
と
お
り
。

　
実
行
委
員
長
・
小
原
泰
寿
、
副
委
員
長
・
中

村
純
崇
、
事
務
局
長
・
猪
瀬
宝
山
、
事
務
局
次

長
・
大
越
孝
一
、
総
務
部
長
・
奥
田
俊
亮
、
組

織
部
長
・
沢
田
昌
道
、
事
業
部
長
・
曽
根
田
俊

雄
、
勧
募
部
長
・
里
門
仙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
よ
う
に
盛
大
に
実
の
あ
る
大
会
が
出
来
る
か

大
会
開
催
に
あ
た
り
　
　
　
　
ど
昂
心
配
い
た
し
て
お
り
ま
究
幸
い
四
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
局
の
御
指
導
と
県
内
関
係
者
の
一
致
協
力
に

茨
城
県
仏
教
会
々
長

　
　
　
　
大
越

孝
仁

　
一
昨
年
十
月

の
埼
玉
大
会
に

お
い
て
、
次
期

開
催
地
を
茨
城

で
お
引
受
け
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
は
O
承
知
の
通

り
第
十
二
回
W
F
B
日
本
大
会
が
開
か
れ
た
た

め
、
第
二
十
六
回
の
全
日
本
仏
教
徒
会
議
茨
城

大
会
は
本
年
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
茨
城
県
仏
教
会
で
は
今
春
よ
り
実
行
委
員
会

を
結
成
し
、
実
動
体
制
に
入
り
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
大
会
開
催
に
あ
た
り
未
経
験
者
ば
か

り
で
あ
り
、
埼
玉
大
会
を
は
じ
め
過
去
の
大
会

よ
り
、
今
よ
り
成
果
の
あ
る
こ
と
を
念
願
致
し

て
お
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
大
会
に
は
、
特
に
青
少
年
の
教
化
育
成
等
に

重
点
を
置
き
、
諸
問
題
の
解
決
に
総
力
を
挙
げ

て
適
進
し
、
提
出
さ
れ
た
諸
議
案
に
つ
い
て
研

鎖
、
討
議
を
い
た
だ
き
、
仏
教
精
神
の
発
揚
を

期
し
現
代
柱
会
の
要
請
に
応
ず
る
こ
と
が
、
我

等
仏
教
徒
に
課
せ
ら
れ
た
重
大
な
使
命
で
あ
ろ

う
と
痛
感
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
意
味
に
お
き
ま
し
て
も
、
第
二
十
六
回

茨
城
大
会
の
目
的
が
達
成
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心

か
ら
祈
念
し
、
各
宗
務
関
係
、
本
山
、
各
県
仏

な
ど
の
諸
大
徳
の
御
支
援
と
御
協
力
を
切
に
懇

願
申
し
上
げ
、
大
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
ご

挨
拶
に
か
え
る
次
第
で
む
ざ
い
ま
す
。

第
2
6
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

茨
城
木
会大
会
長
大
越
孝
仁

副
会
長
牧
田
実
栄

クククク

秋
本
義
雄

中
村
純
崇

小
林
栄
雄

土
肥

浩

実
行
委
員
長
小
原
泰
寿

事
務
局
長
猪
瀬
宝
山

事
務
局
次
長
大
越
孝
一

総
務
部
長
奥
田
俊
亮

外
懐
行
部
実
行
委
員
一
同

茨
城
県
仏
教
会
本
部

茨
城
県
多
賀
郡
十
王
設
置
部
一
九
九
〇

法
鷲
院
内

〒
鵬
L
1
3
　
0
二
九
三
（
3
2
）
二
〇
五
一
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第
二
蛛
世
界
大
戦
後
、
中
華
人
民
共
和
国

の
誕
生
を
は
じ
め
、
い
わ
ゆ
る
伝
統
的
仏
教

国
に
も
社
会
主
義
国
が
増
え
て
い
く
に
つ

れ
、
そ
こ
に
お
け
る
仏
教
徒
の
状
況
が
注
目

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
社
会
主
義
国
と
い

っ
て
も
、
革
命
後
六
十
余
年
を
経
る
ソ
連
・

モ
ン
ゴ
ル
等
ど
、
第
二
次
大
戦
後
成
立
し
た

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
や
中
華
人
民
共

和
国
、
さ
ら
に
む
く
最
近
独
立
闘
争
を
達
成

し
て
社
会
主
義
国
と
な
っ
た
ば
か
り
の
イ
ン

ド
シ
ナ
三
国
の
状
況
等
は
単
純
画
一
的
に
論

ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
こ
こ
で
は
最
近
の
時
局
の
う
え
か
ら
も
大

き
な
焦
点
と
な
っ
て
い
る
イ
ン
ド
シ
ナ
三
国

の
仏
教
の
現
状
に
つ
い
て
、
そ
の
一
端
を
紹

介
す
る
に
と
ど
ま
る
。

1
2
年
ぶ
り
ハ
ノ
イ
訪
問

　
ベ
ト
ナ
ム
統
一
仏
教
会
本
部
よ
り
の
招
請

を
う
け
て
、
ハ
ノ
イ
を
十
二
年
ぶ
り
で
再
び

訪
問
し
た
の
は
去
る
四
月
二
十
日
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
十
二
年
前
、
連
日
二
百
波
と
い
う

米
空
軍
の
苛
烈
な
空
襲
下
に
、
破
壊
さ
れ
た

寺
院
・
教
会
を
視
察
し
た
時
と
違
っ
て
、
本

部
館
重
書
や
ハ
ノ
イ
岱
山
教
会
事
務
局
の
霊

光
寺
に
お
け
る
歓
迎
集
会
に
は
、
沢
山
の
信

者
と
僧
尼
達
が
境
内
で
爆
竹
を
鳴
ら
し
て
の

歓
迎
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
交
流
で
知
る
限
り
、
ベ
ト
ナ
ム
仏
教

会
は
、
永
い
戦
禍
か
ら
の
村
落
の
復
興
と
共

に
、
破
壊
さ
れ
た
寺
院
・
教
会
の
建
設
が
す

す
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
徒
弟
教
育
も

立
派
に
行
な
わ
れ
て
い
る
の
を
見
た
。

　
私
の
荷
物
を
運
ん
で
く
れ
た
二
十
歳
前
後

優
先
す
る
路
線
を
と
る
も
の
た
ち
、
そ
し
て

民
族
の
独
立
と
統
一
と
共
に
進
ん
だ
仏
教
徒

等
が
あ
っ
た
。

　
旧
サ
イ
ゴ
ン
帯
出
教
会
の
指
導
者
で
あ
っ

た
釈
明
月
師
は
、
十
五
年
間
も
コ
ン
ソ
ン
島

の
ト
ラ
の
濫
と
称
さ
れ
た
牢
獄
に
囚
わ
れ
、

解
放
後
救
出
さ
れ
た
人
で
あ
っ
た
。

　
現
在
は
、
師
を
会
長
と
し
て
愛
国
仏
教
会

の
も
と
に
南
部
仏
教
徒
の
新
し
い
編
成
統
一

が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

　
中
外
日
報
等
に
報
じ
ら
れ
、
あ
る
い
は
W

F
B
日
本
大
会
に
お
い
て
一
部
ベ
ト
ナ
ム
留

学
僧
達
に
よ
っ
て
訴
え
ら
れ
た
政
府
に
よ
る

社
会
主
義
国
の
現
状

の
青
年
能
平
も
館
使
寺
で
沢
山
勉
強
し
て
い

る
こ
と
を
知
っ
た
。

　
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
で
は
、
釈
明
月
会
長
を
は

じ
め
市
仏
教
会
役
員
の
方
々
の
歓
迎
と
共

に
、
僧
尼
、
信
徒
を
含
む
集
会
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
南
部
で
は
、
七
五
年

四
月
、
完
全
解
放
（
サ
イ
ゴ
ン
陥
落
）
ま
で
、

ア
ン
タ
ワ
ン
寺
を
中
心
に
仏
教
徒
の
動
き
も

複
雑
で
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
カ
イ
ラ
イ
政
権

側
に
身
を
お
き
、
民
族
解
放
闘
争
に
敵
対
し

た
仏
教
徒
や
、
祖
国
の
統
一
や
解
放
独
立
と

い
う
こ
と
よ
り
も
仏
教
徒
の
政
治
的
優
遇
を

鈴
木
徹
衆

仏
教
徒
弾
圧
と
い
う
こ
と
は
、
い
さ
さ
か
事

実
に
反
し
た
反
政
府
活
動
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

が
強
す
ぎ
る
。
確
か
に
一
部
仏
教
徒
が
反
政

府
活
動
の
給
田
で
逮
捕
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
現
地
で
も
聞
い
て
い
る
が
、
ゴ
・
ジ
ェ

ン
ジ
ェ
ム
政
権
が
や
っ
た
よ
う
な
仏
教
弾
圧

と
は
全
然
違
う
こ
と
を
強
調
し
て
お
こ
う
。

社
会
主
義
を
お
そ
れ
て
外
国
に
亡
命
し
た
一

部
の
宗
教
者
が
流
布
す
る
反
政
府
宣
伝
に
過

ぎ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
や
が
て
ホ
ー
チ
ミ

ン
市
仏
教
会
と
の
交
流
が
盛
ん
に
な
る
に
つ

れ
て
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。

プ
ノ
ン
ペ
ン
に
入
る

　
四
月
二
十
八
日
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
プ

ノ
ン
ペ
ン
に
入
っ
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
仏
教
会

長
ロ
ン
・
シ
ム
師
に
O
案
内
頂
い
た
が
、
ポ

ル
・
ポ
ト
政
権
（
七
六
年
一
七
九
年
一
月
）

下
に
、
六
万
人
い
た
僧
侶
の
ほ
と
ん
ど
が
虐

殺
さ
れ
、
寺
院
の
な
か
は
仏
像
が
破
壊
さ
れ

荒
廃
を
き
わ
め
て
い
た
。
生
き
残
っ
た
人
々

の
中
で
僧
侶
に
会
う
こ
と
が
で
き
た
の
は
た

っ
た
七
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
狂
気
の
殺
人
集

団
と
称
す
る
他
は
な
い
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権

は
、
三
百
万
人
の
自
国
民
を
虐
殺
し
た
。

　
「
毛
沢
東
思
想
」
を
信
奉
し
、
「
文
化
大
革

命
」
を
内
政
の
基
本
と
す
る
ポ
ル
・
ポ
ト
政

権
は
、
中
国
の
支
援
の
も
と
に
、
ま
さ
に
狂

乱
の
驚
く
べ
き
政
治
を
実
行
し
た
。
こ
の
真

相
は
、
読
売
新
聞
の
「
“
0
”
か
ら
の
出
発
」

と
い
う
特
派
員
報
告
や
朝
日
新
聞
井
川
特
派

員
の
記
事
等
で
詳
し
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
と

お
り
で
あ
る
。

　
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
を
打
倒
し
た
新
政
権

は
、
ヘ
ン
・
サ
ム
リ
ン
議
長
を
中
心
に
、
信

教
の
自
由
、
学
校
教
育
の
復
活
等
、
民
主
的

政
策
を
掲
げ
て
再
建
に
努
め
、
仏
教
会
も
ロ

ン
・
シ
ム
師
を
指
導
者
と
し
て
“
0
”
か
ら

歩
み
を
始
め
た
。
い
ま
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
仏
教

復
興
に
支
援
の
手
が
、
切
実
に
求
め
ら
れ
て

い
る
。
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諏
」

幅

覗
、

ヤ

昭覗　　ア　7‘　、炉e飾郡π
純　　一　み薯，

ニ
　
　
「



く

全　　　　　仏
第3種郵便物認可昭和54年7月1日

－
埼
玉
県
仏
、
韓
国
と
姉
妹
提
携
－

　
埼
玉
県
仏
（
岩
崎
鳳
栄
会
長
）
で
は
、
韓
国

ソ
ウ
ル
市
仏
教
会
と
友
好
親
善
の
覚
書
を
交
換

し
、
姉
妹
提
携
を
し
た
。

各
宗
派
は
別
と
し
て
、
重
量
単
位
で
外
国
と

姉
妹
提
携
を
し
た
の
は
埼
玉
が
初
め
て
で
は
な

か
ろ
う
か
。

　
昨
年
の
W
F
B
大
会
に
続
く
地
方
大
会
で
、

埼
玉
県
仏
で
は
川
越
喜
多
院
で
大
会
を
開
き
、

韓
国
、
台
湾
、
香
港
の
三
国
代
表
を
招
待
し
た
。

延
世
大
学
で
左
か
ら
趙
博
士
、
河
野
埼
玉
県

仏
専
務
理
事
、
樋
ロ
亮
栄
華
、
坂
本
観
三
士
、

そ
の
後
ろ
が
閥
教
授

埼
玉
県
仏
専
務
理
事
河
野
亮
永
・

そ
の
折
、
韓
国
ソ
ウ
ル
市
仏
教
会
長
、
東
国
大

学
校
教
授
朴
完
一
氏
か
ら
の
呼
び
か
け
に
応
じ

た
も
の
で
あ
る
。

　
埼
玉
は
古
来
、
朝
鮮
帰
化
人
の
拠
点
集
落
と

し
て
局
麗
神
社
、
聖
天
院
が
あ
り
、
歴
史
的
関

係
は
深
い
。

　
こ
の
橋
渡
し
に
努
力
し
た
県
仏
副
会
長
江
連

俊
則
師
を
団
長
と
す
る
僧
俗
三
十
七
名
の
親
善

訪
閤
団
一
行
は
、
去
る
五
月
七
日
か
ら
十
日
ま

で
、
三
泊
四
日
の
旅
を
終
り
、
そ
の
目
的
を
果

た
し
、
全
員
無
事
帰
国
し
た
。

　
成
田
か
ら
ソ
ウ
ル
へ
飛
ん
だ
一
行
は
、
朴
会

長
等
役
員
多
数
の
出
迎
え
を
受
け
た
。
直
ち
に

曹
渓
寺
参
拝
、
御
古
庵
宗
正
（
管
長
）
を
表
敬

訪
問
し
、
ア
ン
バ
サ
ー
ダ
ー
ホ
テ
ル
の
懇
親
会

場
へ
向
つ
た
。

　
当
県
仏
主
催
で
、
朴
会
長
山
蛭
二
十
名
の
役

員
を
招
待
し
、
和
や
か
な
親
善
交
換
の
一
時
を

持
っ
た
。

　
第
二
日
目
、
三
日
目
は
釜
山
、
慶
州
の
仏
寺

参
拝
、
見
学
で
過
し
た
。

　
第
四
日
目
、
帰
国
の
日
の
昼
食
は
ソ
ウ
ル
市

仏
教
会
主
催
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
招
待
さ
れ

た
。
朴
会
長
は
じ
め
、
婦
人
会
役
員
等
韓
国
側

約
四
十
名
出
席
し
た
。

　
来
賓
に
は
元
東
国
大
学
校
総
長
趙
明
店
博
士

（
東
洋
大
学
卒
）
、
延
世
大
学
校
教
授
関
泳
珪
氏

（
大
正
大
学
卒
）
が
出
席
さ
れ
た
。

韓
国
料
理
を
た
べ
な
が
ら
、
韓
国
舞
踊
、
音

楽
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
。
や
が
て
両
国
共
に
飛

び
入
り
の
ど
自
慢
競
演
の
大
盛
会
で
あ
っ
た
。

お
互
い
に
名
刺
交
換
し
、
再
会
を
約
し
名
残
り

を
惜
ん
だ
。

　
本
年
十
一
月
頃
に
、
今
度
は
ソ
ウ
ル
か
ら
来

日
す
る
予
定
だ
と
い
う
の
で
、
そ
の
節
は
犬
い

に
歓
待
し
て
さ
し
上
げ
た
い
。

　
か
く
し
て
、
国
際
仏
教
親
善
交
流
の
役
目
を

果
し
た
次
第
で
あ
る
。

仏教英語研究会
　関係者の努力で再発足

第
十
二
回
世
界

仏
教
徒
会
議
日
本

大
会
は
盛
会
裡
に

幕
を
と
じ
ま
し
た

が
、
記
念
事
業
の

一
つ
と
し
て
仏
教

英
語
研
究
学
生
の

養
成
に
よ
る
「
仏

事
研
」
の
諸
氏
が

大
活
躍
し
、
海
外

代
表
か
ら
も
賛
辞

を
い
た
だ
き
、
大

き
な
成
果
を
あ
げ

ま
し
た
こ
と
は
ま

だ
目
に
新
ら
し
い

も
の
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

実
際
に
は
、
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
に
と
ど
ま
ら
ず

事
務
局
の
裏
方
ま
で
若
い
力
が
発
揮
さ
れ
「
仏

英
研
」
な
く
し
て
今
大
会
の
成
功
は
な
か
っ
た

と
さ
え
い
わ
れ
る
活
躍
ぶ
り
で
し
た
。

　
大
会
に
至
る
ま
で
の
一
年
半
は
、
新
宿
の
常

円
寺
を
会
場
に
月
四
回
の
講
義
、
ま
た
春
・
夏

の
休
み
に
は
△
口
宿
を
三
度
に
わ
た
っ
て
行
な
い

そ
の
結
果
が
大
会
で
あ
ら
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
仏
教
英
語
研
究
会
を
、
こ
の
ま
ま
解
散

し
て
し
ま
う
の
で
は
も
っ
た
い
な
い
、
今
後
も

育
成
す
べ
き
で
あ
る
と
の
声
は
全
仏
事
務
局
で

も
再
三
で
ま
し
た
が
、
今
度
、
大
会
当
時
の
記

念
事
業
委
員
会
関
係
諸
氏
の
計
ら
い
に
よ
り
、

「
仏
教
英
語
研
究
会
」
が
装
い
も
新
た
に
六
月

に
再
発
足
し
ま
し
た
。

　
こ
の
発
足
に
は
記
念
事
業
部
長
で
あ
っ
た
山

田
一
真
氏
、
同
委
員
長
の
花
山
勝
友
氏
等
の
努

力
に
よ
る
も
の
で
、
活
動
と
し
て

　
①
仏
教
英
語
の
研
究

　
②
仏
教
英
語
学
生
の
養
成

　
③
英
文
邦
文
に
よ
る
仏
教
関
係
資
料
の
出
版

な
ど
を
行
な
い
仏
教
の
国
際
交
流
を
め
ぎ
し
て

い
る
。

　
す
で
に
研
究
会
は
四
月
か
ら
行
な
わ
れ
て
い

る
が
、
六
月
か
ら
は
本
格
的
に
毎
週
一
回
の
例

会
が
關
か
れ
る
。
ま
た
別
記
の
O
と
く
合
宿
も

開
か
れ
る
の
で
、
仏
教
英
語
に
関
心
の
あ
る
方

は
参
加
を
申
し
込
ま
れ
る
と
よ
い
。
詳
細
は
仏

英
研
事
務
局
へ
。

　
仏
英
研
役
員
…
理
事
長
・
花
山
勝
友
、
常
任

理
事
・
一
島
正
男
、
松
涛
弘
道
、
山
田
一
真
、

事
務
局
長
・
山
田
一
真
、
次
長
・
斉
藤
円
真

　
事
務
所
一
新
宿
区
新
小
川
町
三
一
十
七
牛
込

グ
レ
ー
ス
マ
ン
シ
ョ
ン
五
〇
一

　
　
－
仏
閣
研
合
宿
要
項
－

期
日
七
月
二
十
三
一
二
十
五
日

会
場
　
箱
根
町
強
羅
の
大
雄
山
箱
根
別
院

会
費
　
一
万
円
（
宿
泊
、
食
事
代
な
ど
）

　
詳
し
く
は
仏
英
研
事
務
局
に
問
い
合
せ
る
こ

と
。
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浄
土
真
宗
本
願
寺
派

浄
土
宗
宗
務
庁

東
寺
真
言
宗

念
法
真
教
教
団
総
本
山
金
剛
寺

門
　
主
大
　
谷
　
光
　
真

浄
土
門
主
岸
　
　
　
信
　
宏

管
　
長
鷲
尾
隆
輝

宗
務
総
長
稲
　
岡
　
覚
　
順

灯
　
主
小
倉
霊
現

総
　
　
長
豊
　
原
　
大
　
潤

総
務
局
長
水
　
谷
　
激
　
道
数
学
局
長
古
　
屋
　
道
　
雄

宗
務
総
長
木
　
田
　
宥
　
岳

＝
＝

総
　
　
虫
薬
　
野
　
三
　
暁

財
務
局
長
前
　
田
　
秀
　
導
社
会
局
長
飯
　
田
　
信
　
弘

京
都
市
南
区
九
条
町
一
番
地

大
阪
市
鶴
見
区
緑
三
一
四
一
二
二
〒
㎜
　
〇
六
（
九
一
一
）
一
＝
〇
一

〃
　
　
渡
　
辺
　
静
　
波
〃
　
　
藤
音
晃
祐

蘇
務
所
鯨
野
村
宗
春
総
長
公
室
長
考
　
口
　
輝
　
雄
善
導
大
師
遠
忌
・
法
然
上
人
隆
書
置
讃

新
義
真
言
宗
三
白
所
総
本
山
根
来
寺

孝
道
教
団

≡
9
■
■
＝
「
．
＝

　
　
〃
　
　
藤
　
沢
　
実
　
晟
　
　
〃
　
　
平
　
　
　
興
　
誓
京
都
市
下
京
区
堀
川
通
花
屋
町
下
ル
本
願
寺
門
前
町
〒
㎝
　
〇
七
五
（
三
七
一
）
五
一
八
一

事
務
局
長
漆
　
間
　
純
　
成
鍼
徽
麗
山
・
諦
存
宗
務
庁
　
京
都
市
東
山
区
林
下
町
四
〇
〇
　
〒
備
〇
七
五
（
五
二
五
）
二
二
〇
〇
東
京
支
所
　
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
一
七
－
四
　
〒
鵬
　
〇
三
（
四
三
六
）
三
三
五
一

聾
言
挙
藤
太
信
宗
務
総
長
　
広
　
沢
　
純
　
孝
隷
塒
田
村
海
寂
和
歌
山
県
那
賀
郡
岩
出
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
〒
鵬
覗
〇
七
三
六
六
（
二
）
＝
四
四

統
　
理
岡
　
野
　
正
　
二
子
統
理
岡
野
鄭
子
横
浜
市
神
奈
川
区
鳥
越
三
八
〒
謝
　
〇
四
五
（
四
三
二
と
二
〇
一

一5一
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臨
済
宗
妙
心
寺
派
　
管
　
長
山
　
田
　
無
　
文
　
宗
務
総
長
後
　
藤
　
純
　
一
　
　
京
都
市
右
京
区
花
園
妙
心
寺
町
　
　
〒
㎝
〇
七
五
（
四
六
三
）
一
一
二
二
一

総
本
山
金
剛
峯
寺
高
野
山
真
言
宗
々
務
所
弘
法
大
師
御
入
定
千
百
五
十
年
御
遠
忌
事
務
局
　
和
歌
山
県
伊
都
郡
高
野
町
高
野
山
　
〒
㎜
覗
〇
七
三
六
五
（
六
）
二
〇
＝

融
通
念
仏
宗
総
本
山
大
念
仏
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
管
　
　
長
　
法
　
扇
田
　
代
　
尚
　
光
　
蒜
醗
縄
嚴
夏
　
野
　
義
　
常
　
灘
群
㈱
嚴
芳
　
村
　
良
　
胤
　
庶
務
部
長
吉
　
田
　
義
　
貫
霧
難
峯
田
義
詮
　
　
大
阪
市
平
野
区
平
野
上
町
一
↓
⊥
一
六
　
　
大
念
仏
寺
内
　
　
〒
脚
　
〇
六
（
七
九
一
）
○
〇
二
六

本
山
修
験
宗
総
本
山
聖
護
院
門
跡
　
門
　
主
岩
　
本
　
光
　
徹
　
執
事
長
宮
　
城
　
泰
年
　
執
　
事
加
　
来
　
徳
　
泉
　
　
　
〃
　
田
　
中
　
祥
　
雲
　
　
京
都
市
左
京
区
聖
護
院
中
町
　
　
〒
鰯
〇
七
五
（
七
七
一
）
一
八
八
○
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●
　
　
　
真
言
宗
豊
山
派
宗
務
所
●
　
　
　
　
　
管
　
長
川
田
聖
見

真
言
宗
犬
鳴
派
　
管
　
長
東
条
仁
進
　
宗
務
部
帯
　
盛
　
竜
　
応
　
財
務
部
長
東
　
条
　
仁
　
哲
修
験
道
部
長
橋
　
本
　
隆
　
雄
　
大
阪
府
泉
佐
野
市
大
木
八
　
〒
謝
覗
〇
七
二
四
（
五
九
）
七
〇
四
三

真
言
宗
中
山
寺
派
大
本
山
中
　
山
寺
宝
塚
市
中
山
寺
二
の
十
一
の
一
〒
鰯
〇
七
九
七
（
八
六
）
六
五
一
七

＝
＝

真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁
総
本
山
智
積
院
法
務
所
連
銀
芙
蓉
良
順
三
三
嚴
別
所
心
因
　
総
務
部
長
小
沢
照
稽
　
教
学
部
長
高
野
　
一
能
　
教
化
部
長
岡
本
優
良
　
法
務
部
長
斎
　
　
隆
套
　
財
務
部
長
大
津
惑
乱
　
脚
腋
回
報
渡
辺
直
行
　
京
都
市
東
山
区
七
条
東
瓦
町
九
六
四
　
〒
備
〇
七
五
（
五
四
一
）
五
三
六
一

　
　
　
　
　
宗
務
総
長
林
　
　
亮
海
　
　
　
　
　
総
務
部
長
永
見
聖
宏
　
　
　
　
　
教
化
部
長
門
屋
大
寿
　
　
　
　
　
教
務
部
長
吉
．
田
俊
誉
㍑
．
一
．
・
　
　
　
　
　
財
務
部
長
岩
脇
宏
信
　
　
　
　
　
弘
桜
大
師
千
五
百
五
＋
年
　
　
　
　
　
御
遠
忌
記
念
事
業
事
務
局
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
二
三
　
　
　
　
　
東
京
都
文
京
区
大
塚
五
の
四
〇
の
八
　
　
　
　
　
〒
皿
〇
三
（
九
四
五
）
〇
六
三
九

真
言
宗
御
室
派
宗
務
所
総
本
山
仁
和
寺
京
都
市
右
京
区
御
室
大
内
三
十
三
〒
猫
　
〇
七
五
（
四
六
一
）
一
一
五
五

≡
一
■
■
＝
，
9
＝

真
言
宗
善
通
寺
派
総
本
山
善
通
寺
囎
振
蓮
生
善
隆
　
縣
礪
嚴
阿
　
部
　
本
　
宣
　
総
　
務
山
　
地
　
善
真
　
香
川
県
善
通
寺
市
善
通
寺
町
六
一
五
　
〒
窺
　
○
八
七
七
六
（
二
）
〇
一
一
一

（
財
）
世
界
平
和
同
願
会
理
事
長
山
　
崎
良
順
　
長
野
県
諏
訪
市
霧
ケ
峰
強
清
水
　
　
＝
二
三
一
二
八
－
二
七
　
電
話
〇
二
六
六
五
（
三
）
四
四
五
五

7
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財
団
法
人
国
際
仏
教
興
隆
協
会
　
理
事
長
巌
谷
勝
雄
　
　
　
　
　
　
役
員
　
一
同
　
東
京
都
目
黒
区
中
目
黒
五
⊥
西
一
五
三
　
祐
天
寺
内
　
〒
鵬
〇
三
（
七
一
一
）
七
六
〇
八

近
代
仏
教
研
究
会
　
理
事
長
壬
生
照
順
　
事
務
局
長
小
室
裕
充
　
東
京
都
台
東
区
元
浅
草
一
一
＋
七
⊥
一
　
華
蔵
院
内
　
〒
m
O
三
（
八
四
四
）
三
六
四
八

兵
庫
県
仏
教
会
　
会
　
長
小
西
日
静
　
副
会
長
大
　
谷
　
昭
　
世
　
　
　
〃
　
雲
井
弘
善
　
事
務
局
三
豊
　
島
　
正
　
典
　
事
務
局
総
務
小
　
西
盛
　
龍
　
庶
務
担
当
円
　
成
　
淳
　
龍
　
財
務
担
当
青
　
柳
　
泰
　
見
　
　
神
戸
市
兵
庫
区
松
本
通
三
⊥
－
四
〇
　
　
法
華
寺
内
　
〒
鯉
　
〇
七
八
（
五
二
一
）
一
六
六
八

　
　
　
　
　
国
分
寺
内
≡
．
＝
　
〒
謝
〇
六
（
三
互
）
五
六
＝
一
七

財
団
法
人
埼
玉
県
佛
教
会
会
　
長
岩
崎
鳳
栄
副
会
長
山
本
道
隆
　
”
　
　
　
江
　
連
　
俊
　
則
　
専
務
理
事
　
河
　
野
　
亮
　
永
　
浦
和
市
高
砂
四
－
十
三
－
十
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
埼
仏
会
館
　
〒
鋤
　
〇
四
八
八
（
六
一
）
二
一
三
八

財
団
法
人
　
日
本
仏
教
鎭
商
会
　
理
事
長
中
山
理
　
々
　
東
京
都
千
代
田
区
内
神
里
T
五
⊥
ハ
　
亀
田
ビ
ル
内
　
〒
皿
　
〇
三
（
二
五
六
）
四
九
＝
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社
団
法
人
日
本
仏
教
保
育
協
会
名
誉
会
長
　
大
　
谷
　
光
　
照
理
事
長
　
秋
　
山
　
秀
済
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
1
＝
二
三
縁
会
館
内
〒
価
　
〇
三
（
四
三
一
）
七
四
七
五

轟
蒲
仏
教
詩
会
　
長
伴
　
　
　
義
　
台
副
会
長
　
横
　
井
　
鶴
・
洲
　
〃
　
　
葉
　
上
　
照
　
澄
理
事
長
小
　
林
　
忍
　
戒
事
務
局
長
宮
　
城
　
泰
　
年
京
都
市
中
京
区
東
洞
院
通
三
条
下
ル
　
　
　
　
　
住
心
院
内
〒
韻
〇
七
五
（
二
一
一
）
八
五
九
八

　
　
　
理
　
事
中
村
　
　
元
　
　
　
〃
　
　
雲
藤
義
道
　
　
　
〃
　
　
松
原
泰
道
　
　
　
〃
　
　
鎌
田
憲
英
　
　
　
〃
　
　
高
辻
恵
雄
　
　
　
〃
　
　
沼
田
恵
範
…
…
…
　
　
監
　
事
芝
田
徹
男
≡
　
　
〃
　
坂
東
環
城
1
　
　
　
〃
　
　
三
原
信
　
一
■
■
　
　
東
京
都
港
区
町
民
の
三
の
十
四
＝
「
．
＝
　
〒
期
〇
三
（
四
五
五
）
五
八
互

社
団
法
人
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
会
　
長
大
谷
智
子
副
会
長
　
一
　
条
智
光
理
事
長
山
本
　
　
　
杉
事
務
局
長
船
町
　
暉
子
事
務
局
東
京
都
世
田
谷
区
桜
上
水
四
一
九
－
七
〒
覇
　
〇
三
（
三
〇
二
）
一
五
九
八

浄
土
宗
西
山
深
草
派
総
本
山
誓
願
寺
管
　
長
伴
　
　
義
台
宗
務
長
山
本
勝
隆
総
務
部
長
　
…
鵜
　
飼
　
慶
　
範
教
学
部
長
　
伊
　
藤
　
玄
　
法
本
山
部
長
中
村
恵
龍
京
都
市
中
京
区
新
京
極
六
角
下
ル
　
　
　
　
桜
之
町
四
五
三
〒
…
…
〇
七
五
（
二
二
一
）
〇
九
五
八

総
本
山
醍
醐
寺
真
一
一
一
示
醍
醐
派
宗
務
本
庁
髄
駐
岡
田
宥
秀
繍
灘
嚴
岩
城
秀
雄
凸
部
賄
大
沢
自
聚
穂
学
部
蹄
斎
藤
明
道
野
部
賄
水
守
俊
英
京
都
市
伏
見
区
醍
醐
東
大
路
二
二
〒
㎝
脇
〇
七
五
（
五
七
一
）
○
○
〇
二
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東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
山
田

　
タ
ク
ト
・
イ
・
バ
イ
　
ニ
月
と
は
い
え
当
地

は
快
晴
で
、
初
夏
の
陽
ぎ
し
に
、
汗
を
流
し
な

が
ら
急
坂
を
幾
重
に
も
折
り
な
が
ら
登
っ
て
行

く
、
普
段
歩
き
つ
け
な
い
人
に
は
き
つ
い
よ
う

で
す
。
周
り
に
は
一
本
の
木
も
な
く
、
古
い
土

地
を
思
わ
せ
る
山
肌
、
し
ば
ら
く
登
っ
て
行
く

と
石
積
み
さ
れ
た
大
き
な
壁
の
そ
ば
に
立
つ
、

当
時
の
規
模
を
考
え
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
山
の
中
腹
に
、
こ
の
寺
院
の
中
心
部
が
あ
り

先
ず
最
初
に
僧
房
の
あ
る
一
部
屋
に
入
る
。
壁

画
、
部
屋
の
中
ほ
ど
な
ど
に
小
さ
な
房
が
、
多

く
さ
ん
仕
切
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
部
屋
か
ら

一
段
上
っ
た
処
に
、
こ
の
大
寺
院
の
中
心
と
な

る
部
屋
が
あ
り
ま
す
。
今
は
、
中
心
部
の
、
正

面
に
七
、
八
段
の
階
段
の
つ
い
た
石
積
み
さ
れ

た
土
壇
が
あ
る
の
み
で
す
が
、
当
時
は
こ
の
壇

も
、
し
っ
く
い
塗
で
飾
ら
れ
、
上
に
九
輪
を
頂

く
ス
ト
ゥ
ー
パ
が
建
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
想

像
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
広
場
と
い
う
か
部

屋
の
周
囲
に
は
、
ス
ト
ゥ
ー
パ
を
囲
む
形
で
一

人
一
人
が
座
す
こ
と
の
で
き
る
房
が
二
十
ケ
所

程
あ
り
ま
す
し
、
仏
像
を
ま
つ
る
く
ぼ
み
が
あ

っ
た
り
し
て
、
い
ろ
い
ろ
と
想
像
し
て
み
る
楽

し
さ
と
、
そ
の
光
景
を
頭
に
描
い
て
二
千
年
前

の
有
様
を
し
の
び
感
慨
無
量
で
し
た
。
折
し
も

二
月
十
四
日
、
日
本
に
お
け
る
浬
讐
瓜
の
前
日

で
も
あ
り
、
今
回
の
同
行
者
一
同
、
ス
ト
ー
パ

知
　
　
　
…
…

一
　
　
　
…
㎜

　　

@　
@　

　
　
　
　
　
…
…

一
真
　
…
…

　
　
　
　
　
　
・
場

跡
の
前
で
、
釈
尊
浬
繋
を
し
の
ん
で
三
帰
依
文

を
唱
え
る
。
い
つ
の
日
か
多
く
の
比
丘
達
に
よ

っ
て
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
思
う
と
、
何
と
も

い
え
ず
目
頭
が
熱
く
な
っ
て
く
る
の
を
お
ぼ
え

ま
し
た
。

　
こ
の
中
心
部
の
裏
側
に
は
、
広
い
講
堂
が
あ

り
、
経
典
の
講
義
や
ら
、
結
集
が
行
な
わ
れ
た

か
も
し
れ
な
い
し
、
廊
下
を
へ
だ
て
て
広
い
執

事
室
が
あ
り
ま
す
。
ガ
イ
ド
の
話
し
に
よ
る
と

こ
の
寺
院
の
東
側
の
下
り
嶺
に
あ
る
遺
構
は
、

こ
の
寺
に
つ
か
え
て
い
た
約
二
千
人
の
雇
い
人

が
い
た
処
で
あ
る
と
い
う
か
ら
、
こ
の
広
い
執

事
部
屋
の
意
味
も
よ
く
わ
か
る
。
執
事
室
か
ら

は
、
一
段
下
に
平
ら
に
な
っ
た
場
所
が
あ
り
、

井
戸
も
あ
っ
て
下
仕
事
を
す
る
人
々
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ト
ー
ウ
パ
の
あ
る
主
堂
の
左
前
を

下
る
よ
う
な
処
に
、
瞑
想
室
が
あ
り
、
階
段
を

下
る
と
真
暗
な
横
穴
に
入
り
、
そ
の
両
側
に
幾

雄
大
な
タ
ク
ト
・
イ
・
バ
イ
の
遺
跡

つ
か
の
穴
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
人
一
人
が
居
住

す
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
っ
て
、
寝
起
き
し
て
禅
定

三
昧
に
入
っ
て
い
た
そ
う
で
、
現
在
の
禅
宗
で

い
う
「
単
」
の
原
型
を
み
た
よ
う
な
気
が
し
ま

究　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
建
物
の
後
方
の
一
段
上
に

は
ま
だ
ま
だ
寺
院
と
い
う
か
僧
院
が
山
の
上
ま

で
続
い
て
い
ま
す
が
、
途
中
ま
で
上
り
、
こ
れ

ら
を
見
下
ろ
す
と
、
一
層
壮
大
さ
を
感
じ
ま
す
。

こ
こ
か
ら
の
見
通
し
は
す
ば
ら
し
く
、
北
方
に

は
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
山
脈
の
弥
々
が
白
い
万
年

雪
を
頂
い
て
連
な
り
、
幾
重
も
の
山
波
の
手
前

に
は
、
緑
の
平
野
が
続
い
て
お
り
、
好
季
節
で

あ
っ
た
せ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
に
雄
大

さ
と
、
の
ん
び
り
と
し
た
景
色
に
見
入
り
、
玄

妙
三
蔵
法
師
が
、
中
国
の
砂
漠
を
通
り
、
あ
の

山
波
を
越
え
て
こ
の
地
に
入
っ
た
時
に
は
、
何

と
い
う
感
慨
を
持
た
れ
た
こ
と
か
を
察
す
る

に
、
し
ば
し
ば
腰
を
降
ろ
し
て
、
時
の
過
ぎ
る

の
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
約
一
時
三
十
分
程
の
見
学
で
し

た
が
、
タ
ク
ト
・
イ
・
バ
イ
を
後
に
し
て
、
バ

ス
に
分
乗
、
タ
ク
ト
・
イ
・
バ
イ
の
村
に
も
ど

り
、
シ
ャ
バ
ズ
・
ガ
リ
に
あ
り
ま
す
ア
シ
ョ
カ

王
の
詔
勅
石
に
向
い
ま
し
た
。

　
村
か
ら
ち
ょ
っ
と
離
れ
た
街
道
の
わ
き
の
小

高
い
山
の
中
腹
に
あ
り
、
緑
の
畠
の
中
の
道
を

し
ば
ら
く
歩
い
て
行
く
と
、
山
の
麓
の
所
に
あ

る
石
積
塀
が
囲
ま
れ
た
場
所
に
案
内
さ
れ
ま

す
。
そ
の
中
に
は
、
大
き
な
岩
が
保
存
さ
れ
て
、

説
明
に
よ
る
と
、
現
在
で
も
山
の
中
腹
に
、
こ

の
岩
の
半
分
が
残
っ
て
お
り
、
永
い
年
月
の
う

ち
に
山
く
ず
れ
な
ど
あ
っ
て
、
岩
が
二
つ
に
割

れ
そ
の
一
方
が
、
ず
り
落
ち
て
じ
ま
い
、
こ
の

一10一
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場
所
に
保
存
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
こ
の

場
所
で
、
そ
の
岩
を
見
な
が
ら
説
明
を
聞
く
と
、

ア
シ
ョ
国
王
が
イ
ン
ド
か
ら
こ
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ

地
方
ま
で
を
支
配
下
に
お
さ
め
た
時
代
に
、
こ

の
村
び
と
や
、
旅
び
と
に
、
仏
教
の
慈
悲
と
寛

容
の
精
神
を
知
ら
せ
る
た
め
に
、
当
時
の
幾
つ

か
の
言
語
を
も
っ
て
、
こ
の
岩
に
刻
ん
だ
も
の

で
す
。
山
の
中
腹
に
あ
る
岩
は
、
今
で
は
動
か

な
い
よ
う
に
、
四
本
の
石
で
造
ら
れ
た
柱
で
、

固
定
さ
れ
て
い
て
、
石
段
も
あ
り
、
そ
の
近
く

ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
見
学
を
終
っ
て
、
ま
る
で
五
月
の
飛
鳥

路
を
歩
く
よ
う
な
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
分
で
、

農
道
を
通
る
と
、
牛
が
の
ん
び
り
と
草
を
食
べ
、

村
の
子
ど
も
た
ち
が
、
異
国
人
を
め
ず
ら
し
が

っ
て
、
集
ま
っ
て
来
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
顔

は
、
実
に
す
ば
ら
し
い
顔
で
、
民
族
の
見
本
の

よ
う
に
、
ほ
り
の
深
い
目
鼻
だ
ち
の
子
、
美
し

い
ブ
ロ
ン
ド
髪
、
雪
ぐ
う
と
し
た
髪
、
鼻
の
長

い
顔
、
色
白
の
肌
、
色
黒
い
肌
、
各
々
が
ま
っ

た
く
異
っ
た
顔
を
し
て
い
る
。

　
原
住
民
、
ア
リ
ア
ン
民
族
、
ギ
リ
シ
ャ
人
、

蒙
古
民
族
な
ど
が
、
二
千
数
百
年
の
間
に
、
流

れ
入
り
、
流
れ
去
り
し
た
こ
の
土
地
、
こ
ん
な

土
地
に
、
仏
教
の
大
き
な
変
遷
が
あ
り
、
発
展

が
あ
っ
た
こ
と
は
、
何
か
大
き
な
意
味
が
あ
っ

た
に
違
い
な
い
の
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
一
日
の
行
程
を
終
え
て
、
宿
泊

地
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
帰
り
ま
し
た
。
次
の
日

に
は
、
早
く
も
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
地
を
離
れ
て
、

ラ
ホ
ー
ル
へ
と
向
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
こ
う

し
て
ガ
ン
ダ
ー
ラ
を
訪
ね
て
み
ま
す
と
、
ま
だ

ま
だ
多
く
の
仏
教
遺
跡
が
あ
り
、
訪
ね
て
み
た

い
処
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

だ
け
で
も
一
週
間
は
滞
在
し
な
け
れ
ば
、
充
分

と
は
思
わ
れ
な
い
気
持
で
、
再
び
慢
ず
れ
る
時

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
　
　
（
完
）

難一難灘圭

欧
米
に
密
輸
さ
れ
る

ア
ジ
ア
の
仏
像

　
麻
薬
に
代
っ
て
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
密
輸

品
の
エ
ー
ス
と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い
る
の
が

仏
像
。
最
近
も
バ
ン
コ
ク
の
空
港
で
、
二
千
ド

ル
相
当
の
仏
像
一
体
を
持
ち
出
そ
う
と
し
た
オ

ー
ス
ト
リ
ア
人
が
一
人
捕
っ
た
。

　
欧
米
の
古
美
術
商
の
手
に
渡
れ
ば
十
倍
の
値

段
に
な
る
の
は
確
実
で
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
は

イ
ン
フ
レ
・
ヘ
ッ
ジ
と
し
て
人
気
上
昇
中
。
仏

教
の
国
タ
イ
で
は
相
当
数
の
仏
像
が
既
に
国
外

に
持
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
仏
像
に
対
す
る
意
識
が
、
欧
米
人
と
ア
ジ
ア

仏
教
徒
で
は
基
本
的
に
違
う
。
西
欧
の
イ
ン
テ

リ
ア
雑
誌
な
ど
に
は
、
仏
像
の
腕
を
タ
オ
ル
掛

け
に
し
て
い
る
写
真
が
出
た
り
す
る
。
た
と
え

模
造
品
で
あ
っ
て
も
、
仏
教
徒
に
は
耐
え
が
た

い
光
景
だ
。
（
ヘ
ラ
ル
ド
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
）

◇
掲
◇
示
◇
板
◇

日
仏
保
日
本
仏
教
保
育
協
会
で
は
古
屋
道

…騨……の…㎜…闘…”
「

酬刷
り騨

圏塞

　
昨
年
の
五
月
号
に
続
い

て
、
ま
た
電
話
の
こ
と
で

恐
縮
で
す
が
、
全
仏
事
務

局
に
は
相
変
ら
ず
電
話
に

よ
る
問
合
せ
、
質
問
が
数

多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
今

回
は
こ
れ
ら
の
中
よ
り
、

禅
問
答
な
ら
ぬ
電
問
答
の

一
席
。

　
「
モ
シ
モ
シ
、
A
区
に

住
ん
で
お
り
ま
す
が
禅
宗
の
お
寺
さ
ん
を
紹

介
し
て
下
さ
い
ま
せ
ん
か
」

　
「
禅
関
係
で
は
曹
洞
宗
と
臨
済
宗
が
あ
り

ま
す
が
…
…
」

禅
問
答
？
電
問
答
！

　
「
い
え
禅
宗
な
ん
で
す
」

　
「
禅
宗
と
い
う
宗
派
は
無
い
ん
で
す
よ
。

曹
洞
か
臨
済
か
わ
か
り
ま
せ
ん
か
」

　
「
困
っ
た
わ
、
と
に
か
く
禅
宗
な
ん
で
す
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け
ど
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ど
つ
し
た
ら
い
い
で
す
か
」
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「
ど
ち
ら
で
も
と
い
う
訳
に
は
い
き
ま
せ
　
側
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と
、
い
っ
た
よ
う
に
禅
宗
と
い
う
宗
派
が
　
轍

あ
る
と
思
っ
て
い
る
方
が
大
分
い
ゑ
う
で
脚

す
。
こ
れ
は
真
宗
や
真
言
宗
に
も
い
え
る
こ
　
納

と
で
、
「
さ
あ
東
か
西
か
わ
か
り
ま
せ
ん
」
や
　
㎜

「
エ
ッ
！
真
菓
っ
て
そ
ん
な
に
い
ろ
い
ろ
　

あ
る
ん
で
す
か
」
と
い
う
状
況
で
す
。
　
　
　
・
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　　寺院用具
　浅草通り五鳳会加盟店

漱釦出磐←田商店
東京都台東区寿2－10－9（地下鉄田原町駅前）

電話代表（841）4965

雄
理
事
長
の
築
山
に
秋
山
秀
済
師
を
新
理
事
長

に
選
出
し
た
。
な
お
事
務
所
は
左
記
に
移
転
し

ま
し
た
。
（
全
仏
の
隣
り
）

　
港
区
芝
公
園
四
⊥
七
一
十
三
　
三
縁
会
館
内

一11一

全
仏
人
事
異
動

　
全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局
で
は
左
記
の
通
り

人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

庶
務
部
長

　
〃
組
織
部
長

　
〃
財
務
部
長

　
〃
文
化
部
長

島
田
弘
道

馬
場
道
男

花
木
義
光

田
代
弘
興

市
橋
俊
昭

中
村
昌
之

磯
山
福
正

退
任
新
任
（
曹
洞
宗
）

退
任
新
任
（
豊
山
派
）

退
任
異
動
新
任
（
智
山
派
）
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第3種郵便物認可昭和54年7月1日

小
沢
　
省
元
師
（
全
仏
評
議
員
）

　
六
月
十
九
日
、
脳
出
血
の
た
め
遷
化
。
六
十

九
歳
。
国
際
仏
教
興
隆
協
会
の
事
務
総
長
と
し

て
活
躍
、
イ
ン
ド
日
本
寺
の
建
設
に
尽
力
。
神

奈
川
県
仏
副
会
長
、
四
仏
評
議
員
。

事
務
総
局
録
事
（
六
月
）

十
一
日
　
局
内
会
議

二
十
二
日
　
局
内
会
議

二
十
六
日
　
文
化
会
議
運
営
委
員
会

二
十
八
日
　
組
織
専
門
委
員
会

0
2
㌧
∩
～
㌔
o
～
㌧
9
－
o
～
o
～
o
～
o
争
く
り
ヘ
フ
ト
㌔
こ
】
！
卜
㌔
0
2
㌔
「
2
㌧
o
～
ρ
》
【
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層

足
か
け
二
十
五
年
、
記
録
の
変
遷

　
全
日
本
仏
教
会
の
機
関
紙
「
全
仏
」
が

二
百
五
十
号
と
な
っ
た
。
年
十
回
と
し
て

約
二
十
五
年
間
担
当
者
の
努
力
に
よ
っ
て

続
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
間
に
は
「
全

仏
通
信
」
か
ら
「
全
都
」
と
題
号
も
か
わ

り
、
編
集
方
法
も
数
度
趣
き
を
異
に
し
て

苦
労
の
跡
が
し
の
ば
れ
る
。
．

　
創
刊
号
よ
り
当
時
の
話
題
を
ひ
ろ
っ
て

み
る
つ
も
り
で
い
た
が
、
誠
に
残
念
な
が

ら
創
刊
号
が
欠
損
し
て
お
り
、
全
仏
事
務

局
の
保
存
フ
ァ
イ
ル
に
は
三
号
か
ら
し
か

な
い
。
（
創
刊
号
、
二
号
を
探
し
て
お
り
ま

す
の
で
む
協
力
を
．
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
）　
三
号
は
昭
和
三
十
年
一
月
に
発
行
さ
れ

て
い
る
の
で
、
創
刊
号
は
二
十
九
年
の
十

月
発
行
と
思
わ
れ
ま
す
。
三
号
に
は
第
三

回
世
界
仏
教
徒
会
議
ビ
ル
マ
大
会
の
報
告

が
あ
り
、
日
本
よ
り
六
十
八
名
の
代
表
が

参
加
し
て
い
る
。

　
ま
た
同
じ
三
十
年
六
月
に
は
第
三
種
郵

昭
和
五
十
四
年
七
月
一
日
発
行

七
月
号
　
第
二
五
〇
号

便
物
の
認
可
を
得
て
い
る
。

　
五
十
号
は
三
十
五
年
の
三
月
号
で
、
八

つ
の
専
門
委
員
会
を
改
組
し
て
五
委
員
会

を
設
置
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
百
号
は
昭
和
四
十
年
一
月
号
で
、
年
頭

所
感
と
第
七
回
世
界
仏
教
徒
会
議
イ
ン
ド

大
会
の
報
告
が
詳
細
に
報
じ
て
あ
る
。

　
百
五
十
号
は
四
十
四
年
十
月
号
で
、
紙

面
も
一
新
さ
れ
モ
ダ
ン
に
な
っ
て
お
り
、

万
博
の
法
輪
閣
準
備
状
況
な
ど
の
記
事
が

目
に
つ
く
。

　
二
百
号
は
四
十
九
年
九
月
号
で
、
第
二

十
二
回
全
智
大
会
開
催
要
項
や
日
本
仏
教

文
化
会
議
の
報
告
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
二
百
五
十
号
に
あ
た
り
、
一
号
つ

つ
読
ん
で
み
る
と
今
は
亡
き
先
輩
各
聖
の

名
前
や
、
困
難
な
時
代
、
良
き
思
い
出
が

偲
ば
れ
る
。
事
務
報
告
等
が
多
い
と
の
批

判
も
あ
り
ま
す
が
、
人
事
異
動
の
は
げ
し

い
全
心
の
体
制
と
し
て
は
顧
り
み
る
と
き

す
ぐ
役
に
立
つ
よ
う
な
編
集
な
の
で
す
。
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　　WFB日本大会一周年記念

日・タイ仏教交流の翼
　　　（バンコック5日間の旅）

■昭和54年10月22日～26日

■旅行費用　￥145，000

エメラルド寺院・ねはん寺・大理石寺院等参

拝・水上マーケット・アヌタや観光・ナコン

パトム視察など・WFB本部訪問と懇談会
《宿泊はすべてハイヤットラマホテル（バンコック）》

5問合せお申込み（取扱旅行社）

召一襲行五反田営業所

141東京都品川区西五反田1－32－11

　　　魯03－492－2940

齢
《
〒

全日本仏教会■後援

一夏におくる海外旅行＝

7月23撃発

7月30日発

8月9日発

8月17日発

8月20日発

8月24日発

11日間

10日間

14日間

10日間

11日間

10日間

秘境小チベット・ラダックの旅

スリランカー周とペラヘラの祭り

インド・ヨガの旅

シルクロード歴史と美術の旅

インドの魅力を探る旅

シルクロード歴史と美術の旅

　　　この他、仏跡参拝団などの団体旅行のご相談も

　　お受けいたしております。海外旅行のことなら何

　　なりとご相談下さい。

　　一詳しいパンフレットご希望の方は下記まで一一
r●一一一一一一一韓一一一一一一幽一一一卿一一一一一一一一一帥一一一一〇一〇 u
i　当社作成の「仏跡参拝」の小冊子をご希望　i

lの方は無料でお送りいたしております。ハガ　1
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む

1キでお申し込み下さい。　　　　　　　　　i
ロ

」一噛一〇一＿＿一＿一＿＿＿＿＿一一＿一嘗一＿一一一一韓一一一御・一〇一一一」

　　　　　　　取扱旅行会社
　　　　　　運輸大臣登録一般第154号

　　源訟杜多貿厨Fラ＝＝ペル
　　東京都港区南青山5丁目6番20号（千成ビル）

　　　　　　電話181＝llll㈱

　　　　　　郵便番号　107
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